英語表現Ⅰ　検討の観点と教科書の内容
教科書名：Vision Quest English ExpressionⅠ Advanced （61 啓林館　英Ⅰ 307）
	
	検討の観点
	教科書の内容

	指導要領への対応
	＊ 積極的に英語を使ってみようという意欲を育てる工夫がなされているか。

＊ 自己表現の機会が設けられているか。
＊「聞くこと・読むこと」と「話すこと・書くこと」が有機的につながる工夫がなされているか。
＊ 論理的思考を養う機会が与えられているか。
＊ 英語の音声的な特徴が学べるか。 
＊ 英語での授業を想定している箇所はあるか。
	○ Model Conversationが日本人高校生と外国人留学生による会話形式となっており，生徒の学習意欲を高める工夫がなされている。

○ 各レッスンのUse it, Expressing, Activityで自己表現活動が行える。Show & Tellのページもある。
○ ExpressingやActivityにおいて，他の人々の会話を聞き取ったり，生徒同士が英語を使ってやりとりを行ったりするなどの機会が設けられている。Model ConversationではListening Taskが設けられている。
○ つなぎの言葉やパラグラフ，サマリーについて学ぶページが設けられている。

○ 各レッスンのPronunciationで発音全般について学習できる。
○ ExpressingとActivityの問題指示文はすべて英語となっており，英語で授業が行える。

	学習内容と分量
	＊ 基礎力を養う配慮がなされているか。
＊ 応用力を養う配慮がなされているか。

＊ 文法学習についての配慮はなされているか。
＊ 文法以外にも，表現・語彙・発音などがバランスよく学べるよう配慮されているか。

＊ 分量は適切か。
	○ 中学の復習から入って徐々に発展的なものへと配列されており，無理なく英語の基礎力を養える。巻末のAppendixでは，品詞，動詞の活用，短縮形，名詞の複数形，数詞，国名，発音記号などをまとめて掲載してあり，生徒が使いやすい。
○ Exercisesで和文英訳問題が５題扱われており，応用力が身に付く構成になっている。
○ GrammarとExercisesでは，文法の解説と十分な量の演習問題が確保されている。Model Conversation，Expressing，Activityも文法および表現を定着させる言語活動になっている。

○ 各レッスンにGrammar, Function, Topic, Pronunciationの４つの要素が適切に配置されている。さまざまな話題に関して英文を読んだり活動をしたりしながら，文法だけでなく発音・語彙・表現を同時に学べる構成になっている。

○ 基本のレッスンは12レッスンあり，Grammarの学習ページは26ある。１学年２単位で指導できるように配慮されている。

	その他の工夫
・配慮
	＊ 視覚的に理解しやすく，生徒の興味を引く紙面構成になっているか。

＊ 段階を踏んで「文の作成から文章の作成へ」と進んでいけるよう配慮されているか。
＊ 自己表現活動に対する補助はなされているか。

＊ 指導書や周辺教材での工夫や配慮はなされているか。
	○ 写真・イラスト・図などが適切に配置されており，視覚的にわかりやすく，興味を引く内容になっている。 

○ Exercisesで文の作成を行い，Use itで文章を書かせる構成になっている。Expressingでは３つのステップが設けられており，生徒は取り組みやすい。つなぎの言葉やパラグラフの構成について学ぶページもある。
○ Useful Words & Phrasesでは，自己表現活動に使える単語やフレーズが多数掲載されている。Use itでは，解答例が示されており，生徒は取り組みやすい。
○ 指導書やCD-ROM，ワークブック，音声CDなどが用意されており，指導しやすい教科書である。

	総合所

見
	＊ 上記の観点から見た，この教科書の全体的・総合的な評価。
	○ 指導要領への対応，学習内容と分量，その他についても十分な配慮と工夫が見られる。指導時間数と生徒の現状に合わせた授業が無理なく進められる教科書である。


